
 

 

2014/6/8  SUN. 

1:00PM～4:30PM 

電話: ０６（６４８５）５６１１ 

FAX: ０６（６４８５）５６１２ 
E-mail: kghub@kwansei.ac.jp 

会場：関西学院大学 大阪梅田キャンパス 
大阪市北区茶屋町19－19 

アブローズタワー14階 

（阪急梅田駅 茶屋町改札口 

 より北へ 徒歩5分） 

関西学院大学人権教育研究室 

2014年度 第3回公開研究・講演会  

難民問題を考える 
～共に生きていくために～ 

時間 タイムスケジュール 

1:00~1:10 開会挨拶 

1:10~2:25 「コンゴ民主共和国での難民体験」 

「韓国から学ぶコンゴの民主化」 

  コンゴ難民・光州大学校専任助教 ヨンビ・トナ氏 

2:40~3:30 「日本の難民受入制度の現状と展望」 

  難民支援協会渉外部／難民研究フォーラム事務局・研究員  

                 松岡 佳奈子氏 

3:40~4:20 トークセッション ～難民との共生社会の理想像は？～ 

 コンゴ難民・光州大学校選任助教 ヨンビ・トナ氏 

 難民支援協会渉外部／難民研究フォーラム事務局・研究員  

                 松岡 佳奈子氏 

 RAFIQ~在日難民との共生ネットワーク~代表 田中 恵子氏 

4:20～4:30 総括・閉会挨拶 

無料 

みなさんは「難民問題」について考えたことがありますか？  

人の移動が激しくなった現代社会において、民族の共生や人権

はもちろん、国際協力や国際開発を考える上でも、難民問題は

避けては通れないものになってきました。今回の講演では、難

民の生まれる国と、受入れる国の両方の視点から問題点と解決

策を考えていきます。 

この講演で、難民問題をもっと身近に感じてみませんか？ 

主催：関西学院大学人権教育研究室 
協賛：難民支援協会 RAFIQ～在日難民との共生ネットワーク～ 

運営：J-FUNユースK.G.  


